大会結果報告書（各競技日毎の結果）
	第　1日目
	2018年3 月30日（金）
	☑成立
☐不成立


	参加の意志表示をした選手数
	　11人
	ＤＱ
	　　1　


	ﾀｽｸ／ 
タスク距離： km   　

	競技内容  　Race/Elapsed
テイクオフオープン   :   
テイクオフクローズ   :    

スタートターンポイント　
	スタートシリンダー　 m
1stスタートゲート  :   

スタート回数　    回
スタートインターバル   分
	ESS　m
タスクフィニッシュ　　:
ランディング報告締め切り　　:
タスクレポート締め切り　　:

	得点計算式：GAP2016

	GAPパラメータ：　ミニマムディスタンス6km,ノミナルディスタンス 35km,ノミナルタイム 1:00,ノミナルゴール 20%

	気象条件：概況：北日本を寒冷前線が通り冬型の気圧配置、上空に寒気が入りサーマルは良好

	　　　　風向：北北西の強風のち北東の強風

	　　　　サーマルトップ、足尾付近2000m・西側平野1300～1400m　積雲　無：

	 概要：午前中は強い北風で誰しもが競技は出来ないと予測していたが11時過ぎにテイクオフに上がると意外と風 

	が弱く急遽セットアップを開始し13時45分テイクオフオープン、14時15分スタートで競技が始まった。北風が強

	く筑西より西側にコンバージェンスが出来ると予測しタスク距離の半分がヘッドウインドになる強気の設定だ。

	スタート時は高く上げ勢いよく西に向かう選手だがB60善右衛門橋からB42に向かう11kmがとにかく進まない！

	殆どの選手はここで力尽きる中、板垣・宍戸・山本が生き残りターンポイントをクリアしてゴールに向かうがスター

	トが遅かったために北東の強風が入りだし、三人を苦しめた。唯一高くゴールに向かった板垣だけが最後まで諦めず

	意地と粘りでゴールを決めた。51.1kmを2時間かけ時速22.3km/hという数字からもタスクの厳しさがうかがえる。


タスクボード




　　パイロン地図（任意貼り付け）
（上の表にタスク記入or 写真添付で選択可能）
写真を挿入するとデータ容量が大きくなるため（JHFメールの１通あたりの受信制限が20
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	第　2日目
	2018年3 月31 日（土）
	☑成立
☐不成立


	参加の意志表示をした選手数
	　11人
	ＤＱ
	　1


	ﾀｽｸ／ （）でターンポイント半径（単位:m）を入力すること：

タスク距離： km   　

	競技内容  　Race/Elapsed
テイクオフオープン   :   
テイクオフクローズ   :    

スタートターンポイント　
	スタートシリンダー　 m
1stスタートゲート  :   

スタート回数　    回
スタートインターバル   分
	ESS　m
タスクフィニッシュ　　:
ランディング報告締め切り　　:
タスクレポート締め切り　　:

	得点計算式：GAP2016

	GAPパラメータ：　ミニマムディスタンス6km,ノミナルディスタンス 35km,ノミナルタイム 1:00,ノミナルゴール 20%

	気象条件：概況：上空に寒気が入り高気圧に覆われた絶好のクロスカントリーのフライト日和。

	　　　　風向：南南東2～4mのち南南西3～5m

	　　　　サーマルトップ、1500～1600m 積雲 無：

	 概要：クロスカントリーでこの日最も飛んだパラは140kmを越えた好条件でスタートから53kmはフォローで飛び

	折り返してヘッドウインドで30km戻る厳しいタスクだ。殆どの選手は折り返しまで行くものの向かい風と雲の出来

	ない条件に苦しむ。スタート直後から一人で先行した板垣も向かい風で10km飛んだ烏山で対地200mまで下がり大

	スタックして後続の５機の集団に合流。ここから残り20kmを全員でサーマルを探し徐々に距離を縮めゴールに近づ

	くが風も強まり選手をくるしめた。その中で一人抜けた板垣がゴールを決めるが後続の選手は100m届かない山本を

	筆頭に５人が数km以内にショートして悔しい思いをした。

	


タスクボード




　　パイロン地図（任意貼り付け）
（上の表にタスク記入or 写真添付で選択可能）
写真を挿入するとデータ容量が大きくなるため（JHFメールの１通あたりの受信制限が20MB）、圧縮して貼りつけてください。
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	第3 日目
	2018年4 月1日（日）
	☑成立
☐不成立


	参加の意志表示をした選手数
	　11人
	ＤＱ
	　0.978


	ﾀｽｸ／ （）でターンポイント半径（単位:m）を入力すること：

タスク距離： km   　

	競技内容  　Race/Elapsed
テイクオフオープン   :   
テイクオフクローズ   :    

スタートターンポイント　
	スタートシリンダー　 m
1stスタートゲート  :   

スタート回数　    回
スタートインターバル   分
	ESS　m
タスクフィニッシュ　　:
ランディング報告締め切り　　:
タスクレポート締め切り　　:

	得点計算式：GAP2016

	GAPパラメータ：ミニマムディスタンス6km,ノミナルディスタンス 35km,ノミナルタイム 1:00,ノミナルゴール 20%

	気象条件：概況：高気圧は東に抜けつつあるが若干、寒気も残り引き続き好条件。

	　　　　風向：南南西3～6m

	　　　　サーマルトップ、1500m　積雲　前半は無く昼過ぎに少しだけ出来る。

	 概要：高気圧の背面になり渋めの予想に最終日も重なってフォローで49.8kmのショートタスク。飛び出すと予想以

	上にサーマルは良くスピードレースが始まった。この日もテイクオフはトリッキーで多くの選手は西に飛び出したが

	何人かは東に飛んだ。レースは一回目11時45分スタートの塩野・山本・宍戸が先行する形で始まり残りの選手が12

	時00分スタートで追う展開だ。この日も板垣が驚異的なスピードでスタート後にしっかり上げたサーマルは僅かに

	3回で約50kmを飛び切り2位以下に20分以上の差をつけて強さを見せつけた。また、大会では前例のなかった事だ

	が参加選手全員がゴールする快挙も成し遂げた。

	


タスクボード




　　パイロン地図（任意貼り付け）
（上の表にタスク記入or 写真添付で選択可能）
写真を挿入するとデータ容量が大きくなるため（JHFメールの１通あたりの受信制限が20MB）、圧縮して貼りつけてください。
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	第　4日目
	
	


	参加の意志表示をした選手数
	　
	ＤＱ
	　


	ﾀｽｸ／ （）でターンポイント半径（単位:m）を入力すること：

タスク距離： km   　

	競技内容  　Race/Elapsed
テイクオフオープン   :   
テイクオフクローズ   :    

スタートターンポイント　
	スタートシリンダー　 m
1stスタートゲート  :   

スタート回数　    回
スタートインターバル   分
	ESS　m
タスクフィニッシュ　　:
ランディング報告締め切り　　:
タスクレポート締め切り　　:

	得点計算式：GAP2016

	GAPパラメータ：　ミニマムディスタンス6km,ノミナルディスタンス 35km,ノミナルタイム 1:00,ノミナルゴール 20%

	気象条件：概況：

	　　　　風向：

	　　　　サーマルトップ、m　積雲　無：

	 概要：

	

	

	

	

	

	


タスクボード




　　パイロン地図（任意貼り付け）
（上の表にタスク記入or 写真添付で選択可能）
写真を挿入するとデータ容量が大きくなるため（JHFメールの１通あたりの受信制限が20MB）、圧縮して貼りつけてください。


　　
